





















































































































































方形を呈し、幅六・三メートル、奥行八・四メートルである。中心柱は のやや後部に寄り 平面は正方形に近く、残高三・七五メートルである。中心柱前部両側に日乾煉瓦を積んで翼壁をつ る。主室の西壁に窟門を開いており、この窟門南側の壁体が崩壊している他は 壁体は比較的よく保たれてる。窟門の には出入りのための階段が形をとどめている。窟内 中心柱繞る左・右・後 三面を均しくヴォールト天井式の甬道とし、塔を繞って礼拝することができる。現在、甬道 頂部は既に崩落しているが、復原すると
挿図 2　トユク石窟東岸区編号（筆者作成）


































塑造する。光背の前には本来 大型の立仏塑像があり、 れ 窟内の礼拝・供養の中心であった。大立像は早くに損壊し、現在は大型 光背と蓮華座が残存する みである
（挿図
5）。蓮華座は宝装覆蓮式であり、直径は一・三






挿図 （　K18 窟俯瞰　北から南を望む（2010 年筆者撮影）
挿図 （　K18 窟平面図
































菩薩像を描く。主尊は大型の立仏像で、 肉髻と地髪は藍色、 面部は欠損す 。
挿図 5　K18 窟西壁および南甬道（2010 年筆者撮影）
挿図 6　K18 窟中心柱南壁の立仏像と左側の菩薩像（2010 年筆者撮影）
挿図 7　K18 窟中心柱南壁左側の菩薩像 描き起こし図






































挿図 9　K18 窟中心柱北壁の一仏二菩薩像（2010 年筆者撮影）
挿図 10　K18 窟中心柱東壁下層の菩薩像（部分）描き起こし図

























挿図 1（　K18 窟南甬道南壁左側の菩薩像 
描き起こし図






























きる。但し、位置が南寄りで顔 南に向けており 北向きではない。しって、本菩薩像は一仏二菩薩像の他 も尊 を描いていたも 思わ 東
壁は一仏四菩薩像の組合せであったと推測される。今後、壁面のクリーニングを経た上での確認を待ちたい。　
左右甬道の頂部には、本来、方形のラテルネンデッケ図案を描いていた。
























挿図 15　K18 窟 窟頂図案描き起こし図



























端にそれぞれ龕を開く。龕内の像は既に失われており、ただ光背が残るのみである。中央の龕は、両端の に比して天井が低く、奥行きが深い。龕内には台座を設け、後壁に光背、龕外上方に華蓋を描く。華蓋 高さ 龕外両側に描かれる仏立像頭上 傘蓋のそれと一致していることから、龕内には本来、仏坐像を塑造していたことがわかる 両側 龕 、龕高が高く、奥行き
挿図 16　トユク西岸区北部石窟 発掘後の全貌（2011 年筆者撮影）
挿図 17　西岸区 NK2 窟 平面図






















比例がやや大きく、肉髻と地髪は青色で、赤褐色の袈裟を偏袒右肩につけ、太い線と細い線を用いて重厚な生地のたたむ衣文の質感を表現する。足を交差させ、蓮華を踏む。手勢はそれぞれ異なっており、立仏 一体は手に鉢をとる。頭光・身光 伴い、頭上に傘蓋もしく 華蓋がかかる。立仏の間には
花などの図案を描く。立仏の下部には、 三角文の装飾帯を描く。後甬道
（南）
壁には龕を開かず、立仏の列像を描くが、損壊が甚だしく、頭光と宝蓋が部分的に残存する みである。痕跡から、約七体の立仏像が描かれていたと見られる。些か特異な は、甬道西端の角に二体の珍しい姿をした護法神の類の像が描かれていることで、これらは従来知 れていなかった人物表現である
（挿図
20）。上方の一体は髻を結い、耳が尖り、耳璫をつける。顔は右上











挿図 18　西岸区 NK2 窟 後甬道（2011 年筆者撮
影）
挿図 20　西岸区 NK2 窟 後甬道前壁護法神像
（2011 年筆者撮影）
挿図 19　西岸区 NK2 窟 後甬道後壁の仏像のう
ちの一体（2011 年筆者撮影）





















挿図 21　西岸区 NK2 窟 後甬道頂部の蓮華（2011 年筆者撮影）
挿図 22　西岸区 NK2 窟 西甬道東壁龕内の人物像（2011 年
筆者撮影）




































下層に通じる。後室 平面は方形を呈し、 幅と奥行が五 ・ 八メートルである。階段の幅は約一メートル、その両側は後代 土盛りして舗道とされた。日乾煉瓦を組んで壁を築いており 壁体の厚さは約一メートル、残高約〇・六五～一・八メートルである。堂内は 赤土 焼成した方塼で床を鋪く。堂内中
挿図 2（　西岸区僧房窟群（2011 年筆者撮影）
挿図 2（　西岸区 NK10 窟後壁 ウイグル文字題記（2011 年筆者撮影）
挿図 25　トユク南部新発見のウイグル時代地面寺院（2011 年筆者撮影）


























































幅の本生図と因縁故事図が描かれている。画面には漢文榜題が附されており、 今も判読できるものに 「毘楞竭梨王本生」 、 「忍辱仙人本生
（羼提波梨品）
」 、















































































絹 画（2010 年 筆 者
撮影）
















大の石窟であり 位置も優越している。伝統的 意味における石窟 開鑿方式とは異なり、い 山 斜面を利用し、斜面を上から垂直に堀り下げて窟の床面と中心柱を
つくり、さらに日乾煉瓦を積み上げる。
K一八窟を例に
とると、 同窟は東岸区北部の最も枢要な位置にあり、 峡谷の出口 方を向く。峡谷の内
部に入るとまず目に入るのが、すなわち
K一八窟の雄壮な石窟建築



























































































































































































































































挿図 （0　東岸区 K（0 ― （2 窟平面図
































































































































心柱の四仏は後壁がおそらく坐仏である他は全て立仏であり、経文に似つかわしくない。最も重要なのは、四仏が同等の位置におかれてはおらず、正壁の大立仏塑像 地位が突出していることである。したがって、四方仏と三世仏の組合せとする解釈に 問題 ある。　
第二種は、これを七仏とする見方である。すなわち、過去荘厳劫末の毘婆
尸、尸棄、毘舎の三 と、現在賢劫の拘留孫、拘那含牟尼、迦葉、釈迦牟尼の四仏を合わせて過去七 称する。東晋の天竺三蔵・ 陀跋陀羅訳『観仏三昧海経』巻十「念七仏品」に曰く、





















































言うことができる。六世紀 北魏から北周に至るまでの時期、甘粛 隴東地域に七仏をあらわした石窟が出現、流行した。例えば、北魏の涇州刺史、奚康生が開鑿した慶陽北石窟寺、涇川南石窟寺や、北周の大都督李允信が開鑿した天水麦積山上の七仏閣は ずれも大型の七仏窟であり これ 淵源は或いはここに求められるのかも れない。　










K二窟の中心柱前部は欠失しており、 本尊塑像の詳細は不明である。 左 ・
右・後甬道には塑像 画像の大立仏の列像が残存する。後甬道後壁中央の龕












































交脚弥勒菩薩と二脇侍菩薩 らなる説法図、窟内四隅 上部 それぞれ仏塔一基を描き、窟頂の四隅にそれぞ 護法天王像 体を配す　
このように、同窟の壁画の主尊は、仏交脚坐像三体と交脚弥勒菩薩像一体




































上述の諸作例 大体同じ時期であり、し も窟内の壁画が河西回廊 石 の影響を受けていることは明らかである。 たがって
K五〇窟の三壁の説法

































































































































































































に大立仏の列像をめぐらし、後甬道の西端に二体の特異な護法神像を描く。以上は、トユク石窟にこれまで知られていなかった主題である。その他の早期石窟に 三世 、一仏二菩薩からな 説法図 弥勒上生・下生図 千仏等




























塑造三尊像を見出すことができる。以上 ように、トユク早期石窟は甘粛早期石窟と密接 関係する 看取される。　
しかし、一仏二菩薩の構成は、大乗仏教が流行した于闐においても多くみ
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同 「吐峪溝千仏洞四四窟因縁故事画小考兼論四四窟的年代」 （田衛疆、 趙文泉編 『鄯善歴史文化論集』新疆人民出版社、 〇〇六年、三〇〇～三〇八頁） 。
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xford, 1921, vol.3, Fig. 26, sketch plan and section of ruined stupa betw
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groups L. A. and L. B. ‘Lou-Lan’ site.
（
12）　
甘粛省文物考古研究所編『河西石窟』 （文物出版社、 一九八七年、 一一頁、 図一一、













arc Aurel., Ancient K
hotan, D
etailed Report of Archaeo-
logical Explorations in C
hinese Turkestan, O
xford, 1907. ）五四三頁、図六六「南側外壁の
















代後半期の六世紀中葉から七世紀中葉頃とするのが妥当であると う。宮治昭著・賀小萍訳『吐峪溝石窟壁画與禅観』 （上海・古籍出版社、二〇〇九 、一一 頁）


















































a） 。 「 （前略）当文殊上即変化成四柱宝台、於其台内有四世尊、放身光明儼
然而坐、 東方阿閦、 南方宝相、 西方無量寿、 北方微妙聲、 時四世尊以金蓮花散釈迦仏、未至仏上化華帳（中略）宝帳成已 四仏世尊従空而下、坐釈迦仏床讃言、善哉善哉、釈迦牟尼、乃能為於未来之世濁悪衆生 説三 仏白毫相 令諸衆生得滅罪咎 所以者何、我念昔曾空王仏所出家学道、時四比丘共為同学、習学三世 仏正法、煩悩覆心、不能堅持仏法、宝蔵多不善業当堕悪道、空中聲言、汝四比丘 空王如来雖復涅槃、汝之所犯謂無救者 汝等今当入塔観仏、與仏在世等 有異 我従空聲入塔観像眉間白毫相、即作是 （中略）生生常見十方諸仏、於諸仏所受持甚深念仏三昧 得三昧已、諸仏現前授我記別。東方有国、国名妙喜 彼土有仏、号曰阿閦、即第一比丘是、南方有国、国名曰歓喜、 号 相、即第二比丘是。西方有国、国名極楽。仏号無量寿 第三比丘是 北方有国 国名蓮花荘厳、仏号微妙聲、第四比丘是」
（
27）　





























釈慧皎「畺良耶舎伝」は次の如く述べる。 「西域人、 性剛直、 寡嗜欲、 善誦阿毘曇、




































仏については「満月仏」 、 「月光仏」 、 「無量力仏」 、 大力王仏」の字が残るが（註
12




6の前掲書 （ 『中国壁画全集』 六） 図一八 ・ 二〇を参照。












































































法王、 亦頼輔仁 於鑠弥勒、 妙識淵鏡」 「藹藹龍華、 寝巾俟聘、 名以表宝、 像亦載形」「望標理翰、普式兜率、経始法館、興国民願」とあり、北涼王沮渠安周が弥勒上生 ・下生信仰を抱いていたことが示されている。賈応逸「沮渠安周造寺功徳與北涼高昌仏教」 （ 『新疆仏教壁画的歴史学研究 中国人民大学出版社、二〇一〇年、三三四～三四三頁） 。
（
（8）　
釈僧祐 『出三蔵記集』 巻二に次の記載がある。 「前二観 （ 『観弥勒菩薩上生兜率天経』 、
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